
ネット投票の流れ

各分野のサービス詳細は裏面にあります

投票は、「マイナンバーカード（電子証明書機能付）」と「つくスマ」を使って行います。

今回は投票時に、以下の条件を全て満たす方のみ投票ができます。

・署名用電子証明書の機能を有しているマイナンバーカードを交付されている方

・署名用電子証明書につくば市内の住所が記載されている方。

投票はつくば市が設置する「インターネット投票特設サイト」で行います。

マイナカード読取は、つくば市スマートアプリ「つくスマ」を使います。

①ネット投票サイトにアクセス ④マイナカード読取

※画面は開発中のイメージです。実際の画面と変わる場合があります。

「署名用電子証明書パス

ワード」が必要です。誤入力、

期限切れにご注意ください

つくば市のネット投票サイト

つくば市インターネット投票
投票は3/24まで

③サービスを選択②各分野ごとに投票

投票する分野を選んでください。

①行政サービスはこちら

②モビリティはこちら

③ヘルスケアはこちら 分野ごとに投票します

つくスマのマイサービスからも投票開始できます（おすすめ！）

つくスマのホーム画面を下にスクロールいただくと、マイ

サービスに「インターネット投票」アイコンがございます。

そちらをタップいただくと投票サイトにアクセスできます。

アイコンが表示されていない場合は、【設定】→マイサービスから【インターネット

投票】を選択するとホーム画面に表示することができます。③②①

「つくスマ」
ダウンロード



【問い合わせ先】

各分野のサービス詳細

つくば市は「つくばスーパーサイエンスシティ構想」のもと、公職選挙でのインターネット投票導入を目指しています。

より身近に感じていただけるよう、この機会にぜひインターネット投票を実際に体験してみてください！

つくば市科学技術戦略課 電話:029-883-1111 （受付時間 平日8：45～16：30）

Ⓑ 行政窓口のデジタル化

「待たない・書かない・行かない」市役所の実現

Ⓒ生成AIを活用した
市民の声の見える化

Ⓐ インターネット投票

インターネットでいつでもどこからでも選挙の投票を

0
市役所の手続きをデジタル化することで、市
役所に行かなくてもいい、紙の書類は書か
なくてもいい、窓口で待たなくて済む行政
サービスの充実を進めていきます。

様々な市民の声を集約し市政に反映する
ため、生成AI（会話、文章などから新しい
コンテンツやアイデアを生み出す人工知能の
一種）を活用して意見の整理や課題の分
析をする仕組みを整備します。市民が何を
望んでいるのか、それに対し市側の考えや
取組なども見える化し、市民ニーズに合った
まちづくりを目指します。

高齢者や障害者をはじめ、移動が困難で
あったり、代理で投票を依頼するのが気が
引けるなど、様々な理由で投票をあきらめ
ざるを得ない人がいます。そうした人たちの
利便性向上のため、厳正な個人認証と高
度なセキュリティを実装したインターネット投
票の導入を目指します。
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Ⓑ つくばスマートモビリティ

必要なとき、必要な場所へあらゆる移動手段を

Ⓒ ハンズフリーチケッティング

ハンズフリーチケッティングで公共交通を便利に利用

Ⓐ つくモビ

通勤・通学等の移動支援や快適なつくばのまち巡りを実現

0
バスやタクシー、つくチャリ、つくモビなどの市
内のさまざまなモビリティサービスを連携し、
市民一人一人に最適な移動手段をスマホ
などで調べることができます。

スマートフォンとバス等が連携することで、手
ぶらで乗降判定や運賃決済します。将来
的には、市内のあらゆる交通サービスがシー
ムレスに接続することで公共交通の利便性
の向上と、医療機関・商業施設等との連
携による受付の自動化や公共交通利用と
連携した割引サービスなど、移動に新たな
付加価値の創出を目指します。

つくばエクスプレスやバスなどの公共交通と
連携した市民の新たな足として、通勤通学
等で自宅からバス停や駅までの移動手段、
まちなかを気軽に散策する「まちぶら」の移
動手段などにご利用いただけます。
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Ⓑ「食」の提案
生活習慣病支援

続けられる「私」の栄養管理を手元に

Ⓒ「もしもの時」を支える
情報連携

もしもの時に「私」の医療やケアの意思をデジタルでつなぐ安心の備えを

Ⓐ オンライン在宅医療支援

いつでも医師とつながる安心在宅療養を

0
生活習慣病の治療をされる方・治療中の
方が、オンラインでどこでも栄養指導が受け
られます。健康管理アプリで食事、運動、
服薬等の日常の健康記録を管理できるとと
もに、食習慣改善のサポート機能として、
個人に応じたレシピ等をおすすめされること
で、バランスの良い食事をとるような習慣改
善につなげます。

いつ、大きな病気やケガがあるかわからない
「もしもの時」。「私」の大切なこと、医療や
ケアの意思を、適切に処置につなげるため
の備えをサポートします。事前の同意の下、
「もしもの時」の「私」の情報をデジタル管理
することで、「もしもの時」には、救急搬送時、
医療に関係する人に情報を共有し「私」の
意思に基づく支援が受けられるようにします。

休日夜間、在宅で療養している方の体調
不良時に、訪問看護事業所の看護師が
ＩＴ機器や遠隔医療機器、処方薬を携
行して訪問し、オンライン診療を補助して医
師につなげます。医療施設から事前に看護
師がお薬を預かり、オンライン診療で医師が
お薬を処方した場合にのみ、オンラインの服
薬指導による説明・投薬が受けられます。
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パーソナルモビリティのシェアリングサービス

生成AI活用で様々な市民の声を集約し見える化


